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　　　　　　　　　 緒　　論

　子宮外妊娠 （以下外妊） に つ い て は ， 從来多 くの 臨床

研 究及 び 統計 報告が あ り，吾教室で 屯昭 和 33年 4 月 よ り

35年 8 月 まで の 約 2年半に 78例 を経驗 した．此 の 期間 に

於 ける妊娠総数 （正常 ， 異常 ， 流早産 ， 外妊）に対して

3．4％ の 高頻度に 達 して い る．此 の 外妊を早期 に しか も

流 産破裂別 に 夊類似疾患 と鑑別診断 して，更 に そ の 経遍

日数及び 内出血量をも併せ て判定する こ とに よ り適確 な

治 療 方針を樹立 して ，予後を 良好な らし め る こ とは 臨 床

上 極 め て 重 要 な こ とで あ る ．而 しそ の 診断法として は内

診 に よ る直接法は 別 と して ， 血液所見 ， 生物学的妊嫉反

應 ， 子宮内容 の 檢査i， 腹腔内出血 の 証明，子宮卵管造影

法 等 多 数 あ るが ，な か で も腹腔内出血 の 直接証明法で あ

る DQuglas 穿刺は有力 な る補助診断法の
一

つ と して 重

要であ る．即 ち妊娠徴候を認め ， 外出」］IT．，そ の 他の 腹膜

刺戟症 賦等い わ ゆ る 外妊中絶症状を呈す る もの で．更 こ

Douglas 穿刺 に よ り非凝固性 暗赤 色の 血性流戴液 を 証

明し 得れ ば
一

應外妊中絶 と診断され て お り， か か る Do −

uglas 穿刺陽 1生率は当教室では夕卜妊中の 約 94％ で あ り，

E ．KOde （1953）
1），　 W ，　and 　J．　Schultze（1953）2：，　 E ，

Crawford　H ．　Hutch 圭nson （1954）
ヨ），　中島 （1955）4〕 S ．

Vishinnavsky ＆ A ．　 Wolfson （1955）5〕

，
　 Hemmann

（1956）
s），太 田 （1957）η 等 の 80〜90％ の 幸艮告と同様 に

極め て 高率を示 し，夂本穿刺陽性例中の 外妊率 は 当教

室では75％であ る か ら夕卜妊と思われ る症状 を 呈 す
ー
る 場

合 の Douglas 穿刺 の 持 つ 意義 の 重要性 も
一

応首肯され

な い でもな い が，25％ の 非夕卜妊率が 最 も問題 とな る．か

か る高率 に 類似疾患があ る こ とは 特 に注意す べ き で あ

る．中で も Douglas 穿刺の 際に 暗赤 色の 非凝固性 血 性

瀬 腋 か ら 漿液血 性液に 至 る までの 色 k の 穿刺液を 吸出

す る が，後者 の 場合に は往々 卵集出血であ る と診断せ ら

れ て い た が ，翫に 沢晦 （1953）
S） に ょ り注 意を喚起 さ れ

て い る よ うに ， 中絶発作後間 もな い もの ， 内出血 量 の 少

い 外妊に も 多 くみられ る．併 し又前者 の場舎でも非外妊

疾患である こ とも あ る か ら， Douglas 穿刺の 場合に は

そ の 穿刺液 の 性状を多角的に 且 っ 詳細 に 檢討す る こ とに

よ り ，
Douglas 穿刺 の 診断的意義 を 大 な ら しめ る と共

に更に 中絶発作 よ りの 経 過 口数及 び 内 出血 量 の 推 定に 定

量 的 な 手 掛 りをみ っ け ， そ の 治療．∫二に 一
層の 迅速性 と適

確 性 と を加 え 得 る可能性がある の で，生化学的及び電気

泳動学的 な 面 か ら臨床 実 驗 を 行 う と共に，他方動物実験

に よ りそ れ を裏付け る こ とを試み た ．以 下そ の 大要を 述

べ る．

　　　　　　　実験 材料並びに 方法

　外妊中絶時の腹腔内液採取は Douglas 穿刺に よ る他，

手術開腹時 に創 面 か らの 血 液 の 混 入 を 防 い で直接 に 行 つ

た，・一方同時 に 母体靜脈血 を採取 した ．

　動物実驗は 体重 3．OGO　g 前後 の 雌家兎を用い，血液 の

腹腔内流出方 法は
一

側 の 卵剿 近エ管 を切断し3G分聞無結紮

の ま tS と し た ，そ の 際の 流出血 液総量 は 約20 〜 30ccで あ

つ て ， 婦人 の平均体重を45kgとした 時の 血液量約 300〜

450cc に相当す る．而 レ て 止 血
一

定時間後よ り逐時必要

な だげ腹腔内液を分取 し併 せ て 耳 靜脈 よ り採血 した 。

　蛋 白分 畫 の 測定．　 外妊中絶発作後の 腹腔内液は靜脈

血 と性賦を異 に し ， 殆ん どが溶血 し，叉 濃縮せ られ て い

る．そ の 上澄は少量 しか分離せ ず，特に蛋 白分畫 の 測定 の

爲 に Tiseliusの使用を試みた が，溶血 現象と蛋白試料の

必 要量の 問題で実驗が不可能であつ た ．それで O．・1cc以

上 の 血清夊 は血 漿 を採取 しそ の 橄俸 は 溶1配して い て 屯電

気泳動分析を行な うこ との 出来る，Micro −Electoropllo−

resis 　Appartus 　LK 　30　Kern 　 Switzerland を使 用 し

た．本装置に よ る と なお
一・
層 Albumin ．　Globulin 比 を

正確に測定し同時 に 蛋白濃度 も知 る 事が 出来 る。こ の 装

置 は單色光を光源 として Jarnin干渉計を用い て あ り，

泳動像 の 写鄭 こ は自動的に number が 打 た れ， 暗室は

必要で な い．こ の number は 接眼 lenS で 見 る事 が 出

来 ，
cellchanne1 は ，高 さ30mm，巾 1．5mm，深 さ 5   で ，

こ の 狭 い channel は convection 　current の 出現 を 防

ぐ爲 に 恒温 に す る必要 が な い ．装 置 の 操 作は 大体 ， 電気

泳動研究会 の 標準操作法 に 從 つ た が ，試料は 透析後の 蛋

N 工工
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図 1　外 妊 腹 鰹内液上’i ，電 気 泳 動 分 析 図

　　　 （蛋 白分 画 分 析法 ）

　 P 蛋白濃度

口 腹腔内液
囲 静脉 血栞

比 重

2

嵶
　 　 t．025甼均1匯

　 例　 4ヨ

t．02948

A
／G 比

白濃度 が 1．6〜 2．Og 〆d1の も の O。4cc　 GE常血清 の 場

合 0．1cの で 足 り る爲 ， 透析前 に Michaelis　 Buffer，

0xalate　Buffer （脚 ＝ 8．5 μ＝ 0．1）「ご稀釋 し，こ れ を　350

番 ， cellophan で包み ， 稀釋に 用 い た も の を タト液 と し
’
て ， 透析外液は試料の 少 くとも40倍 4 ℃ の 冷蔵庫内で16

〜24時間透析 した ．泳動に際 し ， 前 以 て 試料及び緩衝 液

を冷蔵庫 よ り出し，室温 と平衡に な る迄放置し試料の 充

1眞後 ， 電流 を通ず る際 VoltxmA ＝ ： 200milli−watt の

條件 に し，50分泳動後撮影 した ．丘lm は sheetfilm を

4．5× 6．0。皿の 大 き さ に 切つ て使 用 し 篠 泳 動圖の 解析

に は Tise王ius 夊 は濾紙泳勤装置 の 様
．
」二面 積計 を 必要 と

せ ず干渉縞を数 え れ ば 艮 い が 著者 は 鬪 1 に示す如 く長 さ

15c皿 に 引仲し ，　 graph ．ヒで干渉縞 之 合わせ 垂線脊 立 て

2。5皿脳の 等高線 に て 結んだ，擴散り 爲 に 濃度変化 を表 わ

す slope の terrace の 部分 で各成分 の ％を 測定 した ．

　蛋 白濃度は 日 立製蛋白屈折計とZK3e 型 微量 電気泳 動

裝置に よ る 換算法 とを併用 した。

　AIG 比 ぽ ］』K30 型微量電気泳勤装置に よ る分 畫 分析値

よ り算出 し た．

　比重 は 流酸銅法 に よ り測定．

図 3　 P−dif（腹 膣 内 液 上

澄 P 一
静 脈 血漿 P ）　と D

（中 絶 発作 後 の 口数）

P−dIf
惣

†1

4
〕　　 iO　　15　 F己，　 ／コ　 3り

図 4　 P −dif（腹 腔 内液 上

澄 P 一
静脈 血漿 P ） と B

（内 出血 量）

鬢
lf

綬二
　 即　Sjo瓣 　　　　腐

1
し
．
　　 T：．「疋．1［　 B

　 エ虚色素　（以下 Hb ）　は　Electro−Photo1 皿 eter −EPO −B

Htachi に て 緑色 filter波長 540mge　200倍，　Cian　Meth
HemOgrobin 法で比色定 量 した ．尚腹腔内液 は一

部溶血

しそ の 上 澄に遊離せ る Hb は比較的微量
’
ごあ るが Electo−

ro ・Photometer で 同様比色定量 した．

　 血 球容積 （以 下 Ht） は Hitachi−25 型 Ht 高速遠心

機 を使用 12，0001m 囘轉 5分間 に て 測定 した ．

　 赤血 球，白 血 球 数 は Thoma −Zeiss計算盤 に よ り計算

した．

　 電解質 ，
Na

，　K ，　Ca，は 島津 炎光分 光光度計 を使用 ，

内部標準法 に て 測定．Cl は Schales ＆ Schales 法 に

（測 定 した．

　　　　　　　　　　 実験成續

　 L 　外妊中絶時 の 腹腔内液 に つ い て ， 叉対照 として 靜

脈血 に つ い て 以下の 各項 日を調べ て 腹腔内液 の 特異性 を

檢討し た．

　 a，腹 腔 内液 上 澄蛋白

　 （i） 蛋 白濃度 （圃 2 ， 3， 4）

　 腹腔内液 上澄の蛋白濃度は 平均 6．589 姐，靜脈血 の そ

れ は 平均 8。04g 畑 で あ り ， そ の 比 重は夫 々 平均1
．
025，

1
，
029 で庭 り， 腹腔内液は 靜脈血 に 比 して 蛋白濃度 が低

い こ とが わか る 。尚各症例 に っ い て腹腔内液 上 澄の 蛋白

濃度と寿爭脈血漿の そ れ と／D 差 　（P−dif）　と中 絶発作後の

経過 凵 数 （D ） との 関係，或 は 内出．「r［tig （B ）を夫 々 比

較 して み る と （鬪 3 ， 4 ） の 如 くD との 間 に は 逆桐 関 が

あ り目数 の経過に 從 つ て負の 絶対値が大 とな る ⊂ とが 認

め ら でLた．史に 叉 内出亅血量 に つ い て ｝」全般的に み て P−dif

とB との 閥 に は相関が 認 め られ る．即 ち P −d丘f は 中絶発

作後 口数の 経過に從 つ て 負 の 絶対値 ぽ 大 とな り，夊
一一

方

内出．i匿量 に つ い て い え ば 内出血 量 の 多 い 程 P−difの 負の

絶対値 は 小 とな る傾向があ る．

　夊 各症例 の 腹腔内上 澄蛋自濃度色，そ れ ぞ れ 中 絶 発 作

後 Douglas 穿刺，手術 時に 採取 す る まで に 要 しrc日数
左 0〜 T，　 8 〜14，15〜21 ， 22〜28，29 日 以 上 e1 週

ご とに 分 けて 平均 値を も とめ て 逐 日 変化 を み る と 6．8〜

N 工工
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、

7．O〜 6，6〜 6．3〜 5．4g ！d］と漸減の傾向を示 して い る

（圖 5 ）．

　手術時腹腔内全出血 量 を 0〜 200 ， 201〜400． 401〜

60  ，601〜800 ， 801〜1，000，／，001じc以上 と分 け て 平均

値 を も とめ 内出血 量 と蛋自濃度 との 関係 を み る と 6．2〜

6．8〜 6．3〜 6．6〜 7．0〜 6．5と 1，000cc ま で漸増 し （

い る が 1，0  lco 以 上 は漸減 し て い る （鬮 6 ）。

　 （ii） 蛋 白分 i畫 （表 1 ，2 ．圖 7 ， 8 ， 9 ， 10，11 ，

12，13，ユ4）

　各症例嬲 に発作後の 日数及 び 内 出1血量 との 鬨係 を み る

の に 散布圖 よ りも
一
層変化を明らか に す る 爲に 日数 との

関係 は 1 週ずっ 0〜 T ，8 〜14， 15〜21，22〜28 ， 29 日 以

上 と分け ， 内出血 量は 20eecず つ O〜200 ． 201〜釦 U．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 5 〜12

　 　 　 　 図 5　　　　　　　　　　　図 6
昂強 　 T ．P．の 遜 日変化 　　　

…
驃腔内出 衄量 ヒの匐係

厂
『

「 r
「 t 「

」 「

「
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 E　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ｝

　 一 ＿」 　　L＿一一＿＿一一
　 ．0　　7　　14　　21　　2a　　　p，　0　200400600800　trOO→ CC．

％ Alb轟 ，。化 　 ・月・・瑠 籬 係

ii「〜
　t厂

一一
ア
ー一一

π ．　〔ト　200400fOO　8001000→⊂ご．

　 　 　 　 　 図 9　　　　　　　　　　　 図 10

　　　0（
−6亅ob山 匡 逐日変化 　　　　　　腹腔 内出血蟇 と の 鬨係

蒲「
一

一

一 「
一

』

一
一

　 ．s］ 7J4272 ε P．020040060θ8001囗ooタ ¢ c・

　　　　　 図 Tl　　　　　　　　　　 図 丁2
　　　 β

一GIOpull「ユ 趣 日変イ匕　　　　…　腹肖空F勺出血1量 との 鬨係
20・

12「 一
一一 一 厂

「 「
し 一一 一

「
　 t，＿＿＿＿＿ ＿ ＿ ＿蚕　　　　　　　　　　　　 辷　　　　　　　　＿j
　 o　 ア　 i4　 2「　 28　　P．0200400 側o θoσ一測o呼 cα

401〜600， 6  1〜BOO，801〜1，000，1，001ce以 上 と分 冫ナ

平均 値を も とめ て 以 下 各分畫 に つ い て 逐 日変化 と内出血

量 との 暖係 を み る こ と に した ．

　Albumin （圖 7，葛）の 逐 日変化 は 61，9〜57．9〜5張 9

〜522 〜5G．8％ と萪明に 減，少 して い る．内出」疵量 との 関

係 1は52．9〜57。4〜62。O〜02．9伸59．0〜56。4％ を示 し て い

る が，o〜 800ccま で は 内出血 量の 多い ほ ど Alburnin の

甜対濃度 も多 くな っ て い る が濁 ！cc 以 上 は 減少して い る．

　 a ・Globulin （圖 9 ，10）逐 日14．1〜13．1〜12．5〜11。5

四10．9％ と漸減 し て い る ．内出」血量 と の 関係 は 11。9〜

12．9〜13嬬4〜15．4〜13．1〜12儒2％で　800ccまてごをま内出エ血

量 が 多 くな るほ ど α
一Glob．の 相対濃度 は 大 な る 値を示

す傾向が あ るが 801cc以上 は漸減して い る．

　β一Globulin （踊 11，12）逐 口12．3〜13。2〜14．0〜15。0

〜16。1％ と漸増 して い る．内出血量 と の 関係は 15．2〜

11．渉〜13．2〜11．了〜12．6〜14．8％とし、 う値を示 し増減 が

明 ら か で な い が 8300c まで は 減少の 傾向が う かが われ る．

50502211

　　　　　 図13〜16

　 　 図 13　　　　　 ．　　　　 図 14
0”610bulln逐 日変化 　　　　　腺 膣内出血量との 鬨係

「
LL

・「「
0　　7　　14　　2f　 28　　 D．0　200400600800『OOO→cc

　　　　 図 15　　　　　　　　　 図 16
A
／G 比 の 逐日変化・．腹艫内出皿量

7．6・

1．5i
．41
．31
．21
．f

θ 7T4212fi 　D．

　7
−G1obulin （圖 13

，
14）逐 日 12．1〜15．8〜18。9〜20．6

〜22．4％と著け1に増加 して い る．叉内出血 量 との 関係 は

19．9〜IT．O〜12．2〜 11．3と 80Qccまでは漸減し 801以一L

は 15．3〜17．Oと漸増 して い る．

　 （iii）　AtG　；；匕　（圖15，　16）

　A ！G 比 も蛋白分畫と 同 様，経過 日数，内出血量 と の
『

関係 を み ると，
Alburnin の 変化 よ り推 定 出来 る ご と く

1．57〜1．3τ〜1．19〜i30 〜1．03と逐 日著明 の 減少 を 示

し，内出血 量 との 関係〜ま1．13〜1．41〜1．72〜L73 〜L44

〜1．32となりや1・ま り 80eccま で は 増加 して い る が 801cc

以 上 は 減少 レて い る・

　 b．全、血 Hb 濃度，　Ht 値 ，赤血球 ， 白血球数

　 （1）　Hb 濃度 （圖17，18）

　Hb 濃度は腹腔内液では平均 15．2g 畑 ， 靜脈血 で は 平

均1｛〕．69 組で あ り ， 腹腔内液 が 遙 か に 高 い濃度であ る・

叉各演例 に つ い て ， 腹腔内液の Hb 濃度 と靜脈1紅の そ れ

との 差 （Hb −dif） と，中絶発作後か らの 経過 日数 （D ）・

或 は 内出血 量 （B ） との 関係 を み る と，圖 17の 如 く全俸

として は Hb −dif とD との 間 に は 相関 あ り逐 日濃縮増大

し て い る．更に 夊 内出i血量に つ い て も圖 18の 如 くHb −dif

と B との 間 に は 逆相関 が あ り即 ち腹腔内出 rfTLが 少い ほ ど

高 い 値 を しめ し ， 内出血 量が多い 症例 ぼ ど Hb 濃度は低

い 値を し め した ．
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　 （ii） Ht 値 （圖19
， 20）

　H む馗 は腹腔内液で は 平均48．2％，靜派血 では 35．7％で

あ る．

図 17　Hb ・dif （腹 膣 内 液

Hb 一静 脈 】fl．｝lb） と D （「「1

絶 発 作 後 の 口 数）
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　 Hb −difと晦様に 1｛t・difは 中絶発作後 の 経過 Ej数 （D ），
内出血量 （B ） との 関係 を み る と前區 と同様 であ り，D

と は 相 関，B とは 逆相関 が あ る ．

　　（iii）赤血 球，自血 球数，25例 1に っ い て み る と

　 赤血球数 iま腹腔内液平均 d90× 10c，靜脈血 平均 350x

104で あ り，Hb ，　Ht，と同様 ， 腹腔内液 が 濃縮 され て い

る場合が多い 爲，靜脈血 より も増加 して い る こ とが 当然

档
』
苜
．
さ れ る．

　白血 球数は腹腔内液平均 6
，273， 靜脈血 平均 7，440 で

あ り ， 各症例 ご とに薯差が 見られた．

　 c・⊥ 澄 Na ，　K ，　Ca ，　CI，25例 に っ い て

　 〔Na 〕腹腔内液 上 澄平均 139．3　 mEq ！L で ， 靜脈 ll冠

清平均 142．2mEq 〆L で あ り濃縮 され て い る と思 わ れ る

腹腔内液 が 靜脈 1血 よ り も低 い 値であ る ．

　 〔K ）は Na の 逆傾向を 示 し腹腔内液上澄平均 10．86
mEq1L で靜脈血 では 平均 5．83mEq1L であ り ， 腹腔内

液が 遙 か に 高い 値で あ る．菜各 女 症例 に っ い て み る と経

過 日数 の 多 い 屯の 出揃瞶 の 少い もの 濠 ど大で ゐ つ た．

　 〔Ca 〕は腹腔内液土澄平均 5．12 ，　靜脈 血清 ぽ 5．15
mEq1L であ り．

　 〔CI〕 は 腹腔内液平均 　107。ユ， 靜脈血 清 平均 11C．3
皿 Eq ！Lで著差 は な い が 靜脈血 の 方 が Ca ，　CI と も高 い 値

　 　 　表 1
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  T23 　 5 、時，

3 時 ，
5 時間後の 値 を測定 し ， 5。4〜 5．0〜 4．4〜 4．3

〜 3．9g 姻となり逐時減少 して い た ．

　Albumin （鬪 23）は 64．1〜64．2〜6G．2〜5T．6 と 3時

間後 ま で 漸減 して い る が 3 時間以 後 5時間 の 間で は 殆ん

ど減少 を 示 さず 5時間後も57．7％ の 値であっ た ．

　 a・Globulin （圖24）は11．5’vll．9〜12．0〜10．4〜10．9

％ で あ り止 血 時 か ら 5 時間後 ま での 間 に増減 あ り O．6％

の み の減少であつ た．

　β
一Glob．（圖25）， γ

一Glob．（圖26） は そ れ ぞ れ ，
12．3

〜12．2〜13．3〜15．0％ ，　13曾8〜14．守〜14．5〜16．6〜17・1

％ とN，」者 と も逐時増加 を 示 した．

　AIG比 （圖22） は 1．84〜1．66〜LS ユ〜L 偲〜1．42と逐

日減少の 頓向を 示 した ，

　 b．全 血 Hb 濃度 ，
　 Ht 値

　Hb 濃度 （圖 27），腹腔内液は 7．2〜 6．工〜 7．2〜 7．7
〜 9．3菖娵 と な り 1 時問後 に 急減 す る が 以 後逐時増加 し

て い る．靜脈血 は採ユ血前，止 」血時 ，　5 時 間後 と 測定．

10．9〜10．1〜 9．5g 　，・td
’
1と一時 急減づ

『
る が 以後は漸減 し 5

時間後では 腹腔内液 と殆ん ど 同 じ値 で あ つ た．

　 Ht 値 （圖 28） も Hb 濃度 と 同様で あ り 腹腔内液 は

2491〜2209〜23．8〜25．0〜27．8％で靜脈 ［itt．　（・よ43．g〜35，2

　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 27〜2ti
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〜2T．0％ で あ り， 5蒔閥後では 腹腔内液 と靜脈血 は 殆ん

ど同 じ値 を 示 し た．

　 c．上澄 Na
，
　K

，
　Ca ，　Gl

　Na ．（圖29），腹腔内液上澄は 133．9〜 122．9〜 121．9．

〜 ユ．1T．8〜 117。2mEq ！L ．　靜脈血 清 は　　135．0〜 128．6．

〜 120．2mEq1L で兩者 と も逐時減少 レて い る．

　K ．（國3 ），腹腔内液 上 澄 は 8。74〜3．46〜3．67〜3。τ6
〜3．98mEq ！L で 一時 減少す る が 以 後漸増 して い る。靜

脈 血 清 は 4．95〜4．76〜4．63mEq1L で漸減の 傾 向を 示 し

て い る．
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　 RUptLLr　　　　　　　　　　　Abcrt凪s

　 Ca ．（固 31．），腹腔内液一L二澄 で は 5．20〜4．90〜4。73〜

，4．51〜4．33mEq ！L ，靜脈血 清 4．93〜4．77〜4．53mEq ，iL
』
で逐時減少 して い る．

　 Cl．（圖32），腹腔内液上 澄 で は　ユ02．7〜99。4〜9τ．5〜
FlgS．7〜96．3mEqlL で 逐時 減少 し．青ll賑丘阯清では ，10M
〜95．2〜9翫 8mEq1L で 採血 前 か らjE1血時 ま で の 1 時 間

・の 間 に急 減 す る が 以俵漸減して い る ．

　　 夕卜妊流産，破 裂 別 （図 33）

　 以 ．Lの 動物実驗で外妊中絶時の 実驗成績 に 対して 相当

．の 裏付を作 つ た が ， 薯者 は 更 に そ 乳 を裏付ける爲 に，お

の ず か ら経過 日数 ． 内出」血量を異 に す る ，夕卜妊 の流産 ，

；破 裂別 の 蛋 白諭 液
一一
般 ， 電解質 に っ い ⊂の 平均値を も と

．め る と囲33の 如き結果を得た ．詳 しくは 考按 の とこ ろで

述ぺ る．

　3． 子宮夕卜妊娠類似疾患 （図34）

　外妊 中絶 時 並 び に 卵欒出．litの 腰腔内液，腹水 に つ い て

錚 脈 i鵡を対 照 と し ， 主 と し て 蛋 白 に つ き追究 せ る に 圍34

の 如 き結果を 得 た ．

　

，
4
　

3一
「
」

　
．
昌「
　ド
つ

　

3

T
　

5．
65

『

舞
讐

T．　P．5

図　　 34

輪

121

膿

Alb 説
幽 コ

ぢ1．go5786

　 　 　 　 　 　 　 6i63

・f堕 壷 一69
』
アf55 ｝廬 タ プ2龜

　 　 　 　 　 　 外 妊 煕巣出皿 ・腹腔内液

％ 比

慧升蠶 ；1誓．
二＝：一 ：

一「“
ずo　bσ　　1240　　154ア　　　　 1

Alb、

％

60

03

0
　噌

2

　

2

喀≒離

β

鼎 仁ゴ
図35　静 脈血 外 妊卵 巣 出血 腹 水，蛋 白分 醐相 対獲 度

聊
50403029O

Asor，
Ovb．．
E．，X・
TX

窯丶

℃

．彡 論：

P．ib　　　 α
一flob．　　 β i

　蛋自濃度　　圖 34矼）女口く青罫脈．r血漿平均 8．04，　夕卜妊6。53
，

卵災出血5．33，腹水3．8091mの 順 1に 小 な る 値 に も か オ わ

らず ， AIG 比は逆 の関係に あ り1．15，　 L42 ，1．創 ，
2．31

で あ つ た ．

　蛋 白分…聲　圖 84をこ’1．）しli
’
C著差 をカでづ

『
女口ぐ，A 正b．53，9｛｝，

57 ．86，　61。63 ，　69．Ti　910
’
ご靜耐嘩…，　夕卜女ユ三，　貝卩巣出」血，　腹

水の 順 に 大で あ つ た ．a −Glob ：ま逆 に，　13．28，ヱ2．42，
Li　O．50．　8，55％ ，β

一G 歪ob 　13．93 ，　13。29，12．40，　 8．8・S

％ ，　γ
一Glob　18．8V，16。25． 15．4T，　12．90 ％ で あ り．

∠／1b．｝ま，青爭脈血 　53齢9G，　夕卜妊　57・86，　垣卩集出血 　61．63，
腹 水 69、n ％ を 示 レ血 液 に 関係の な くな る も の ほ ど大 な

る 値で あ り，α
一
β一7−Glob は そ の 逆であつ た ．
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　　　　　　　　 考按並び に 総括

　外妊 に つ い て は 從 来 よ り多 くの 臨床及び統計報告があ

る が ， な か でも Dougla8穿刺 に よる腹腔 内血 液 と血管内

血液 の 鑑別 に っ い て の 報告 が 多 く， 山木 （1955）
9 ＞ は 外

妊中絶時鬪 蚋 血 液 の Hb 濃氈 Ht 値・赤 血鱗 が末

梢血 に 比 し大 な る こ とを報告 し．今泉 （1956）L°’

は 赤1丘L

球 数の 増加 ， 白血球の 減少を認 め ， 更 に岩 購 （1956）
1n

三 宅 （1958）
’E｝ k 赤 並1球， Ht 値は大とな るが ， 蛋白濃

度 ， 白血 球は減少 レ 中絶購 瞞 間 の 経過 1こつ れ て 溶血

の 度 が 強 くな る と報告し。欧雪炎 ， 蘇金旭 （1957）
1s ）

s

利重 （1958）助 に よ れ ぽ以上 の ほ か血 液像 に っ い て 報告

し特 に 中性嗜好白血 球の 絶対的 減少，淋巴球，Eosin囈

好白血球 の 相対的増加が靭 ， 最も著明 な の は 血 小 板

の 減少であ り，少数例 に 於て 原始赤芽細胞及び原始赤血

球が穿刺血 液中 に見出 さ れ，内皮細胞 ， 組織球の存在 を

認め た ．沢嚼 （1953）
罰 ，太 田 C1957）L61

に よ れ ば外妊中

絶直後は腹腔内液は稀釋 さ れ る と し 成熟家兎 に 人 工 的

内出1血を起 し s そ の Hb 濃度，　Ht 値，蛋白濃度 ，　
Na ，

K ，を 測定 し，腹腔 内に 溢出 した 血液の 固型部 分 は 当初

液体部分 の 増加 に よ つ て 稀釋 さ れ 後 に 濃縮 が 起 る と述

べ て い る．そ の 濃縮 の 機序 に つ い て太 田 （1958）IG）

は家

兎 腸 管 を 使用 して 上澄蛋白濃度の減少は腹膜 を通し て
一

部 刑 夏腔外 に透過 し大部分 は 腹 膜表面 に附着す る爲 に腹

腔内上 澄蛋 白濃度は 見掛上 の 減少を き た す と し． 中溝

　（19ig）
17 〕

は 帳腔内液 「軸 こ溶解酵素 の 存在を認め ，　
Alb ．

を 分 解 しそ の 爲 に 膠質滲透圧 は 低 下 し 半透膜で あ る腹膜

を通 じて 水 分 が 吸收 さ れ 血 液 は 濃縮 し赤蔀1球数 の 増加，

Hb 濃度，　 Ht 値の 増加す る こ とを 報告 し ・ NAIb ・

Glob ，に っ い て 亞硫酸 ソ
ーダ に よ る 塩析法 に て 定量を 行

い ， 血 漿に比 し ， 腹腔厳 Alb ・・T・S減少・Gl・b・は 増加

　して い る と述べ て い る が Glob ．の 分畫 に つ い て何 らの 追

究 ま謎 れ て い な い ．此 の結熟 こ つ い て は 潴 鱶 同出

　来ず ，
Alb ．の 項で詳逋 した ．腹 水 に っ い て Luetscher

　（1蜘
1・・は 多 くの場剖 翔 くは血 漿 よ り高い Alb ・値 を 示

　し，蛋白濃度は 血漿 よ り低 い と報 じ，Gray （1943）
19 ），

　Malmrog ，　et　al ．（1946）
20 〕

，
Ricketts，　et 　al ．（1950）

21i

　は 腹 水貯溜 に よ り血漿 Alb は低下す る と述べ ，　 Pau1，　et

。1 （19　，“9）・・ 1，血漿 と腹水を 比較し腹水中 の Alb ・α
一
γ
・

　Glob．ぽ 血 漿の そ れ よ り常に 高 い と報 じ，分 子 量 の 低 い

　も の ぼ ど腹水中に出や すい と し血 管壁 の 透過性 の 変化で

　あ る と 述ぺ て お り．平井 （1953）23〕は そ れ を 賛 同 出来 な

　い と報 じて い る．以上外妊中絶時 の 腹腔内血 液
一・

般 ， 夊

　他の 疾患時 の 腹水 に つ い て の 報告 は多数 あ る が ， 外妊中

　絶時腹腔内液の 蛋自分畫分 析に つ い て 電気泳動学的研 究

　は遂 に なか つ た・

既 れ ば材料採集の 困難 と特 に溶血．現象 の 爲 に よ る もの

と齦 ．櫛 ．そ こ 藷 者は Ti ・ eli ・・ と1蝋 泳 動 獄 み

た が 以上の 問題で実驗 が 不 可 能であ つ た が・ K ・ rn 　LK

30型装置に よ り以上の 難点は 解決 し得た ．從 つ て 本 裝置

に よ り外妊 中 絶時の 腹腔内液 の 蛋自 ， 特 に 分畫分析に 電

気泳動学的観察に よ り逐 日変化及 び出血 量との 関係を追

究し遂 に は D ・ugl ・・穿刺瓢 液 」・醗 作後の 経過 日数並

び に 内出nix量 の 推 定が 可能とな り夕卜妊診断並びに 予後の

判定 の 大 き な手掛り と な り，夊 此 れ に よ り 他の 類似疾

k．，例 えば卵黜 血 との 鑑別ま 噛 ・ぽ 炯 能 な こ とは 診

断学的 に 寄 與 し得 る 所 が大であ る．著者の 実驗域績を総

括すれば ，蛋白濃度 は 腹腔内液上澄 が靜脈血漿 よ り低 く，

6．58，8．049 、／dl
・
（rあり， 岩崎

L1〕
， 三 宅

12 ’

，　 Lu ・tscheriS ＞

の 報告 と
一
致 して い る．

　外妊中絶発作後の 腹腔 内液 上 澄蛋白濃度をそ れ ぞ れ中

絶発作 の 日か ら，D ・ugl ・・ 獅 亅又は手術瞰 こ獗 す る ま

で 1・こ 要 しft・：匚寺間 を　0〜 T ，　8〜14，　15〜21，　22
〜28 ，　29

日 以上 を 1週 ご とに 分 け各症例 の 平均値 を も とめ 逐 日変

化を見 ると （以後蛋白に っ い て の経過 日数 との 閥係 は 同

様 に分 ける） 6．8〜 7．O〜 6．6〜 6．2〜 5．4g ／d］と漸 減

の 傾向を示 した ．Hb ．　Ht の 項で明ら 冫〉に した が腹腔内

出血 の 刺戟 の 爲 に腹水が濾出しそ の 爲 に第2 日 まで膿腔

内液は稀釋せ られて い るの で第 1週 の 平均 が第 2 週 よ り

小 な る値 を 示すの であ る ．

　 手術1［寺腹腔内全出血 量を 0〜2GO ， 201〜400 ， 4el〜

600，　601・v800 ，801〜1，000， 1，
001cc以．h と分 け （以 後出

∫耐量 との 関係に つ い て は 同様に 分ける ）平均値 を く）とめ

出血量 と蛋白濃度との 関係 を み る と， 6．2〜 6．8〜 6．3

〜 6．6〜 T．O〜 6．5g 畑とな り1，0000c
’Stで漸増 し1，00翌

CC以上で漸滅の傾向を示 した ．家兎も 逐時変化 を 止血 時 ，

　1 時間後，2 ， 3 ， 5時間後 と測定 した が 5．4〜 5．ト ・

　4。4〜 4．3〜 3．9gldlとな り漸減 し人 と同様 の 傾向を 示

　した ．家兎は 出」ftt量　1：の 関係 は 試料の 点で困難を来 た レ

行 う機会 が な か っ た が ， 外妊で中絶発作か ら手術 まで の

　経過 口数を異に し出血量 の 著差の あ る流産 ， 破裂 に分 け
‘

　て の 比 較では （中絶発作か ら手術 まで の 平均 日 数流産ヱ丁

　日 4 時間 ， 破裂 1 日17時間 ， 出血量は流 産 151cc・破裂

　 822ccで あ る）圃 33の如 く蛋白濃度 の 平均は流産6．199

　姫 破裂6．8G　9 副 であ るこ と よ り経過 日数少 な る 破裂 が 大

　な る こ と よ り逐時減少し てい る こ とが 明 ら か であ る．此

　は 太 田
16 ）に よ る 報告の ご と く大部分腹腔内蛋白は 腹膜面

　に 附着 し
一
部 は そ の ま N の 形 か或 は 分解せ られ Polype −

　ptide の 形 と な り腹腔夕トに透過す る と思 わ れ る ．又内出

　血 量 との 関係は 平均 822。cもの 出血 量を示す破裂が 6．8α

　g 　fd1で ， 151ccの 流産 よ り大な る こ とか ら出血量の 多 い

　もの ほ ど蛋白濃度 が大 な る こ とは 明 ら かで あ る．

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan Society of Obstetrics and Gynecology

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Obstetrios 　and 　 Gyneoology

420 − 66 ．
子 宮 冫卜妊 娠 ・謙鵤 の 腹腟 困 灘 こ 就 い て

　　
Alb ・ min 非炎9

．
嗣 疾患 ijr“て 血 漿 Alb ．の 減少 ば 諸

　9i2“ N3g に よ り織告 せ ら れ 枚擧 に 暇 ftな い が ，
　Luetsch．

　
erls

〕

，平井
劉

ほ胸水 が血 嚢 に 比 して高い Alb，値 ヒ 示 す

　と報 じ・ Pau1 ・t ・1・2x は 腹陸内疵 腹水罰 膜
．
比 し

て 前 鬲 い 値を示す と報 じて い る ．転 ．ま腹腔内血 液中

　蛋 白 分 解 酵素が 存在 し Alb ，え分解す る爲 に 諍脈／r［L　り

　股腔内液の Alb ，が 減少 して い る と述べ て い るが ， 著 昌

戯 績：ま鄙 4の 如 く全 く也 つ縦 照 二し靜脈．蠑 53．go，

　外妊腹腔内液上 澄 5T．86，卵楽出血 61．68， 腹水 69．Pt　．1
％ で 刃 ・ 久保求

351
（1960） の 夕卜妊 D 。・91a・ 穿刺血 が

，爭

脈血 の 血 沈 匐 耀 延 す る との 賠 よ り脳
・
朏 渦 ．

著者 は血 沈速數 ）主因子で あ るhet．fiG護倣 Alb ．％ が

　大 な る 1よ ど即 ち AIG 比ガ大 なる 鳳 ど遲 運 ず る もの で ．
’O・Alb 汐 陵 鴨 値 5・

”
・　．86， 靜脈 血 53。90％ ，　A ，／G 　．．d

　
ユ．44，1．21であ る こ と 」： り外妊腹汢．内血 液 啅 ・崖延 と 証明

　し ， 第12隅 日本 産婦人 科学会総会 で 追加発表し ttこ ．

　　外妊中絶時腹腔内液上 澄の Alb．61，9〜57．9〜54．9〜
52．2〜50．8％ と逐時者 明に 減少 し，家兎実驗 で も 冂楼
64・1〜64・2〜6。・2〜5τ・6〜57．Tとn 、減の 傾 rJ獣 し ， 夕1・
妊破裂 丿 平均値 60．3．流童 57．6％ であ り経過 日蠍平均 の

大 な る沸産が 小 な る 値 を 示 す こ と よ り 1−．逐時減少が明 ら

　か であ る．

　 出1血量 と の 関糸武 52．9〜57．4〜62．0〜67．9〜59．0〜
56遵 ％ を示 し 0〜 800cc ま で ぽ 内士 「血量 乏）

ダ い もの ほ ど
Alb ．の 相対許 度毛高 く 801cc以 上 〔よ減少 して い る．上

記せ る 如 く内出Jfit量 の 多 い 外妊 破裂が流産 よ
’
）大な る 値

な の は 内出血 量 移 瞭 ど Alb ．漱 で あ る こ と孃 付
け て い る．

　
α
一G1 °b・Paul ・t ・1・2Zl 　 ，l」夏水 ri−・1） ・・

−Gl・b．、よ蟆 の 。

れ よ り常 に 高 い と述 べ て い る．著者 の 成績では腹水 8．55，
卵葉出」血 10．50，外妊 12。42， 刊 ll血 13．28で逆 の 値で
あ つ ・ こ ・Alb ・と同 様 ｝・二根 の 小 ；

−s　6 。
−Gl。b．は Alb ．

と同様 の 値 と とる と考 え られ る．α
一Glob ．の 逐 日 変化 を

み 二 と14．1〜13．工〜12．5〜工1．5〜10．9％ と漸減 し，家兎
に於 て も11．5〜11．9〜12．D〜10。4〜ユ0．9％で あ り増減の

経髄 と る も全体 と して は 減少嬾 向を示 し心 叉外妊
破裂平均 は ／2。9％ で あ り沸産工2．6％ ， と比校す る と著 違
は な い ，此 よ りも逐 ｝1漸減 の 傾向は あ る も Alb．の 様に

明 ら か で な い ．内 出」血 量 との 関係 は 11．9〜12：9〜13．4〜
16・1〜13・工〜12・2％ で 800c。 ま で は 内出血 量 が 多 くな る

捺 ど α ・Glob・相 対濃度 は 大 な る値 を 示す傾向が あ る が
801co以一Lは 漸 減 して 弱 り，内出」1吐暇の多い 破裂 の 方が

前記せ ス 如 くや 丶 高 い 値 こ 示 すカ ，経過 日数の 大 な る 烹

ど低 い ％ を示 し， 内出血 重 の 多い 信 ど大 な る傾向が 必 る
が 他 の Glob ・｝。、ど 著 明 て 1は な か つ た．

β
’Gl °b・P ・ u1 ・t・ ・122’　 i・lk　 S−Gl ・b は鬪 く凶 も藤

口竜．亨 t工3，巻 4 号

　の 方が 高い 値 を示 す と迦 べ て お り ， 著者の 成績　腹水

　8．85％ ，事脈血清 13．93％て 雌正補）方 が 高Vi値 こ．示 し

　た：．　夕卜妊 13．d“9％ で ち 9ユ血清 ；）方 び 高 い 色 ご！，る．　そ

の 経鉚 数 と銀 籬
’‘12・3〜13．2〜14．0〜15．0〜、6．エ％

　と漸増 の 傾向を示 し，家兎も12．3〜12．2〜13．3〜15．0〜

　
16．1％ で増加傾向を示 し， 外妊流産 は 工4．3％ ，

：破裂11．9

　％ で逐 日増加 して い る こ とが 明 ら か とノa つ た．

　　内 舳 量 との 関係は15．2〜11．5〜13．2〜11．7〜12．6〜
14・3J・髄 示 し鞠 が 明 ら；t：・で な い が 略 々 800 ・・まで桟

少 噸 向が み ら れ ・黜 蝿 の 歙 ’・破裂が 小騰 儺 示

　す こ ご よ り t べ 首肯出来 る．

　　・
’Gl ・ b は ・ 平丿階 体腔液 ・

膿 物 分析を 行 い γの

増描 鰭 し・P・nul ・t ・1・・l
！噸 水の γ は 血 漿 よ 嫦

　、こ 高 く血 管壁 の 透過性 の変化 に よ り腹 Jくま貯 iG，す る と述
べ て い る ・平チ撫 厩 靭 駘 ：／

’
7 鄰 肛 増加 す るが ，

曜 7−G1・b ・鋼
一・5’）もの で あ る ど 拷 灘 く」丘L韆 蛋

　白酵素で 分解す る と全 く同 様 り 傾向が み ら れ 膿 漿［〈V　：．
炎 症 性 の t・　’b では多数の 自血球 ・糺徹片学 ヒ 由来す る 蛋
自蝋 に よ つ て 酬 した 血 肯摺 肖で髄 受 ナ γ

一Gl 。b．．．J
増 加 し え 喧 気泳動法 は 易動度 に よ るU 遵法 であ る 爲 ，多

くの 　Amin ・ 醗ま γ 彊 槻 す る と述 べ て い る．併 し蓍
首の γ

一Glob ．値 は 非．炎症性疾愚で r）　b， ， 炎iFlt疾 息 ご

は 考 え 雌 い が 中紀発作時
ハ
腹監内凌 中、＿ぱ 破 裂 夊 は

・
し断

侵蝕され た 1血管 よ t、 ⊃出血液と腹水 更に 絨毛上初 め と し

胎兄構成物付屬物 ¢ 混 入 な どが 略 え ら Ilる こ と ン
分蚤中

で も Alb ．α ・Glob ．，よ ど粒 子 の 小な る 蛋 白 は 太 田
’e’1，中

瀞 η
之’灘 の ご とぎ 開 を必 ナて 醐 蚋 嬲 ， 腹腔夕［．　 x

の 咄 が 早 い と考えられ る．著者 鍬 漁 夕薩 中櫛 ノ）

腹腔内液は 16．25，
＋
∫脈血は ユ8．89で Paul　et　aI ．の 血

管壁 よ 切 透過す る と考筋 れ る腹．tiくとは 値旗 に す る
の は タト妊 の 中絶機臣 等 か ら当然であ る．

　経過 日数 との 関係 1：ま12，1〜15．8〜18．9〜20．6〜22．4％
と 著明に 増加 して お り，家兎 の 尸 驗 で は，13．8〜14．τ〜
14．5〜16．6〜17。1％ と人 と同様 に 漸 次増 加 して お り ， 外
妊流産平均値 1

、ま15．5％ であ り破裂はユ4．9％で う る こ と tt
り rづ 逐   増加 が HHっ ・・である．出血 戛 との 関係は 工9．9〜
17．0〜12．2〜11．3〜16．3〜17．0％で あ 丿 ，　SOOcc　9 で ：辷

鰕 し 801c呶 篤 勵 rlして し・る ．タト妊流産 が 上 、 珈
く破 裂 よ り大 な る 値であ る こ と よ りも経 鉦蝣 よ 数多 く出 血
量 の 少い も：1）・ll…　U大 泌 値であ る こ とが 明 ら か であ る．
AIG 比 は Alb ・・ 肱 ご 励 逐 日変化 で 、a　 1．57〜

1．3T〜1 ．19〜L10〜1．03と逐 月 著明 な減少 を示 し家兎 も
1．84〜】．．66〜1．8工〜1，44〜1．42と同傾向を 示 した ．外妊
流 鮃 均 L43 臓 1溺 で 効 逐 日 滋少は 恥 かで あ る ．
出 血 量 と唖 係 ・a’1．13〜1．41〜1，τ2〜1．73〜ユ．44．− 1．32
で あ り 800cc 毛 で増加 し 801cc以一Lは 減少 して い る、此

N 工工
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も出血 量の 多 い 破裂 が流産平均値よ り高い 値を示す こ と

よ り明らか で あ る．

　平井
・島尾

35 〕
は 体腔液 お よび 組織蛋 自質 に つ い て Ti・

selius 法 を行 し丶 剖｛僉時 に 採取 した体液成分 と生存 日寺と

の 差異 に つ い て ，体 液 は 死後の 経過と と もに 変化 が ， は

な は だ し く洫 清に つ い て ，死後 時間 の 経過に っ れ て 生存

時 踊 1清 に 比 し著 しい 変化 を み い だ し多 くの 場合 Alb ．

の 減少 と γ
一Glob ．の 増加 が み られ ，　しか もその 変化は

梅 め て 速 い と報じ，そ れは蛋白分解酵素の 作用 が主 因で

あ ろ うと報じて い る が ， 著者 の 外妊中絶時の 腹腔 内 蹟［液

の 変化 が 此 の 結果 と同様な形 に現わ れた こ とは ， 太 田
，
．．）

の 腹膜 か ら の 吸 收，Paul22） の 分子量の 低 い もの ほ ど腹

水中 に出や すい とす る並L管壁透過 性 の 変化 を 逆 に 考 え 腹

腔内液 中の 分子量 の 低 い 屯の ほ ど吸牧 しや す い とも考 え

られ ， 中溝
17F

の 溶解酵素 と膠質滲透圧低 ドに よ る との 報

告 と平井 ・島尾
55
や 報告 とを合わ せ て 腹腔内液 中 に 蛋 白

分解酵素の 存在 を否定 す る こ とは 出来 な い ・

　外妊中絶時 の腹腔内液は沢瞳 ・太 va／fi｝ld ）
の 報告 の 如 く

著者 の 成績も ， 外妊中絶時腹腔内に 出 た．血液 り 刺戟に ょ

り出現 せ る腹水と混 じた も の で あ る と考 え ら れ る と こ ろ

よ り ，靜脈血，タト妊卵災出血 時腹腔内液及 び 腹 水 に っ い て

比 較檢討の 結果 ， 4 者の 差 は 圖 35の 如 く現 わ れ る こ と よ

りも外妊腹腔内液は管内血液 と腹水 の 中閥値 を 示 し，卵

藁出⊥血は 夕卜妊 と腹水の 中間値 を 示 して い る こ とよ りもタト

妊｝ま腹水 と靜脈血の 混合 で あ る C とが 明 らか とな っ 心

　 Hb 濃度及 び Ht 値は，山本
9’

． 岩崎
1Ll

，
三 宅

121

， 利

重
14〕

，　中re’7）の 報告の ご と く Hb 濃度は 腹腔内 液平均

15．2，靜脈血10．6gfdiで あ り，　 Ht 値 は 腹腔内液平均

48，2靜脈血平均 35．T％で腹腔内液が遙か に 高 い 値 で あっ

た ．太 田
1吸 ま更に Hb 濃度 Ht 値は 母体靜脈血 に 比 し

て 有意の 濃縮が お こ り瞹腔内液 の 且b 濃度 と母体靜脈血

の そ れ との 差 と中絶発作後 の 経過 日数 との 相関は 25 日 ま

でで内出血 量 との 相関は 500ccまでが 有意であ る と述べ

て い る が，署者 の 成績では経過H 数との 間に相関あ り，

出血 量 との 間 に は逆祀関が 認 め られ ，日 数 ， 出血 量 との

間 に 制限 な しに 上記の 國係 が み られ た．即 ち Ilb．　Ht 　lま

逐 日 高 い 値を示 し，出血 量 の 多 くな るほ ど低い 値 を 示 し

た （圖 17，18，19，20）．

　 外妊中絶直後腹腔内液は稀釋さ れ続い て 逐 日濃縮 さ れ

て い る が約 2 日後に は母体靜脈血 とほ く同値 とな る．叉

内出血 量 との 間 に は約 400cc以 上 の もの では母体靜脈1血

よ り稀釋 さ れ て い る もの が 殆ん どであ り 4eOcc以下 の 出

血 で は 濃縮 されて い る も の が 殆ん どで あ っ た ．夊 家兎人

工 内出血時 に て 腹腔内液 は 止血 後 1 時聞 まで稀釋さ れ る

が そ の 後は徐”t’　ta濃縮 さ れ 2 時間後に は 止丘L当初 とほ e

両 値 とな り以 後 そ れ を超 えて い く．

　赤血 球数 ， 山木
9〕，今 泉

1 °］，岩 ［竒
11 〕

， 三 宅
12 ）

J 中溝
］
’1）

等は腹腔内液が靜脈血 よ り も大な る と報告 し て い るが ，

著者 の 成績 も腹腔内液 の 平均 は　4gox104 ， 靜脈血 は

350kio4 であ り腹腔内液が大 な る 偵で あ っ ficが 腹腔内

血液の 殆んどに 溶血 が み られ る こ と よ り記載せ る 数値以

上 に 赤 血球数は大であ る と思われ る．腹腔内液が 大な る

値なの は Hb ，　Ht を 同様灘 謎 れて い る場合 が 多い 爲
』
ご

あ る．

　白血 球数 に つ い て ， 今泉
期 ，岩畴

’L
 　三 宅

三2
  　欧雪

炎
131’
，蘇金旭

13 〕，利重
凶

等 は腹腔内血液 が靜脈 血 よ りも

減少 して い る と の 報告の 如 く著者 の 値 も 腹腔内液平均

6，273靜脈血 丁，4・IO であつ た ・

　 電解 質 Na ，　K ，　Ca ，　Cl

　 Na ．腹腔内液 上 澄 ∂ Na は平均 139．3mEq ／L
』
ご，

静脈血 清 の 平 均 142．2mEqJL であ り 濃縮 さ 才
「
して い る と

思 わ れ る 腹腔内液 が 靜脈血清 ∴ りも底い 値でめ り，冢兎

に よ る実 驗 で は 腹啌内液 上澄 133 ．9〜 122．9〜 121．9〜

　11T．8〜 117．2mEqi
’
L で靜脈 血 演 は 135．O〜 128．6〜

120．2 磁 Eq ！L （靜脈 血 清 は 止 血 前〜止血時〜 5時間後）

で 兩者 と もに 逐時減少 して い る が圖29の 如 く腹腔内液が

常 に 1血清 よ り低 い 値で減少して い る。此の Na が吉利
3 η

等 が 述べ て い る 如 く Na そ の も の は 変化 を 受けな い で單

に移動す る と如何 な る行 動を とるの であ ろ うか 当然問題

と な る が ， 著 者 は タト妊時の 尿 中 Na の 定量 を 行わ な かっ

た 爲 ， 目下研究申で あ る．

　 K は Na の 逆であ り腹腔内液上澄の 平均 10．S6rnEq！L

で靜 脈 血 清 では 平均 5．83mEq ！L であり， 腹腔内液が 遥

か に 高い 値で あ る．叉各症例 に つ い て み る と経過 円数 の

多 い 毛の 出血 量 の 少な い もの 1，g ど大で あ る．即 ．らK は 赤

血 球 が 溶血 崩解乃 至 溶血 寸前の 状態 に あ るた め 赤血球内

】【の 溢出或 は 滲出に 羞因す る もの で あ り遊離 Hb 濃度 と

並 行 して 増減す る もの s ユ：うであ る．

　 Caは 腹腔 内 液 上 澄 平均5．12 ， 靜脈血 清 5．15mEq ！L で

あ り，C 王 は 107．1，11  ．3mEq1L で著差は な い が 錚脈血

清の 方が Ca ，　C1，と も高い 値で あ っ た．家兎 Ca．腹腔内

液 一L澄 で は 5。20〜4．90M ．51〜4．38n1Eq ！L，靜脈 血 清

4。93〜4．T7”“4．53mEq ！L 　で逐 卩寺減 じ て し、 る．　 C1｝ま腹li空

内液上 澄で は 102．7〜99．4〜97。5〜95．τ〜96。31nEq1L

靜脈血清 で は 1。1．4”−g5．2〜93．3mEqlL で 1賭 とも漸

減 し て い る ，以上 電 解質 に つ い て Mayer 　et 　a13s
〕

に ょ

れ ぱ分布に於ける 障害 と して ，損傷部位 に移動す る 体 液

の 変動 高藤
・・
  相沢

・・

  渥美
・2
  の 出血 に よ 猪 機能

の 低下．Morriott39冫 の 腹水の 爲 に 細胞 内 外の 水 分 欠乏

を 含 む種 女 の 欠乏症 が 混 じつ S 存在 す る．即 ち赤 血球．

血漿蛋白 ， 水 ，
Na ，　Ca ，C1，の 欠乏，蛋 白 と電解質 との

関係な ど解明す る こ との 出 来 な い こ とが 多 く今後 の 研究

の 課題で あ る．
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422 − 68 子 宮外妊娠中絶時 の 腹 睦 茜 液 、こ 淑 い て 日 産婦誌 13aA　4 号

　　　　　　　　　 結　　 　 論

　 外妊巾絶発作後ら 侵腔内液 は 靜脈血 と性 状 を 異に し殆

ん どが 溶血 し夊濃縮 七 ら れ て い る爲その 上 澄 少量 し か

分 離せ ず特 に 蛋 自 分 畫 の 測定に は 溶血 現象と蛋 白試刑の

必 要 暈 の 艮・題で Tiseliu・
， 濾紙泳動 に よ る実驗が 不河能

でちつ た．併 し Kern　LK30型裝 置に ょ り以 上 ¢聖薪 軾 」’

解決 し得た ．從つ て 本 巽 置に よ り外妊中絶野 つ 肢腔 内液

の 蛋白 ， 特 に分晝分析 り 電気泳動学的観禁 こ よ り逐 日変

化及び内出エfrl量 との 関係 ご 追究，更 に 血 液
一
般，

　Hb 濃

度 Ht 値，電 解質、こ っ い て の 結果 吐得 ， そ れ を雌家兎腹

腔内人工 出血 に よ る実驗 こ 倉 て，殆 ん ど 同様 の 結果 を

得 ， 経逼 円数，内出血 量 を異 に す る，外妊流産，破裂の

各 女 の 平均値 よ り．経過 日数 が 多 く内出血 璽 の 少 い ぽ ど

大 な る 値 を示す．β
一C−lob，ツ

ーGlob ．　K ，　Hb ，　Ht ｝ま夕卜妊流

産D 方が大 な る値を示 し．経過 口数が 少 く，内出揃雌 の

多 い ：工ど大 な る 値 を示 す．Alb ，α ．Glob ．　AIG 比，　 Na ，
Ca ，　Cl， は 外妊破裂が 大 な る値を示す こ とより， 更 LC

．．．一

層 Z）裏付と し，遂 に ぽ Douglas 穿刺採取液 よ り発作後の

経辿 日数並 び に 内出」血量の 推 定が 可能 とな り， 外妊診断

並 び に 予 後の 判定の 大 き な手 掛り と な り， 叉乢 に ＆ り他

の 類似疾患例え ば卵 鈩 出血 との 鑑別 まで が ：駅 可能な こ

とは診断学的 に 寄與 し得 る 所が大で あ る．以 上 要す る に．

　 （ユ） 外妊中絶発作後の腹腔 内液上 澄蛋白濃度 は逐時

減少 し，内出∫丘1量が 多い もの ほ ど高 い値 ｝：示 した ．

　 （2） Alb ，は逐時著減 の 傾向を辿 り， 内出．lfi［量が 多

い もの に ど高い 値であ る．α
一Gl。b，は 逐 3減少 し ， 内出

揃エ量が 多 い も の ほ ど高い 値でω り，β
一Glob．は 逐時増加

し ， 内出血 e ：が少い もの ぽ ど高い 恒を示 し， γ
一Glob．は

逐時増加 し ， 内出血 量 が 少な い も の ほ ど高い 値を 示 し た．

　 （3） AIG比，腹腔内液上 澄 は靜脈血姿 に 比 して
一

般

に大で あ っ た が ， そ の 値 は 逐特減少の 経過を 辿 り， 内出
血 量の 多 い もの に ど 高い 値で あつ f こ ．

　 （4） Hb 濃度 ，
　 Ht 値は母体靜脈．血に 比 して ， 中絶

発作後 2 日 ま では 腹腔内液 が低く稀釋さ れ以 後は 漸次濃

縮 され て お り， 中絶発作後 の 口数 との 間 ：こ は帽 関 づ り，

内出血 甲との 問 に は 逆拝関閃係 が あっ た ．

　 （5） Na
，　Ca ，　C］，は腹腔内液の 方 が低 く， 逐 1時減少

の 傾向 ＿示 し．K ，は 逆 に腹腔内液 lv方が 高 く逐時増加

の 傾向が あつ た ．

　 （6） 夕卜妊 と卵藁出tilL，腰水，靜脈血 との 間 で は 蛋 白

濃度は 靜脈血が
一
潘 値 が 大 き く次 い でタト妊，卵藁出血 ，

腹水 の 順 に 小 さい 値 を 示 し．AiG 比 は 逆の 劇係 を 示 し

た ．蛋白分書相対濃度で は ， Alb ．は 腹水，卵藁出血 ，
外妊，靜脈 』彑の 順 に 小 とな り，at−，β・，及 び γ

一Glob ．は 逆

に 諍脈揃了，外妊，卵檗出血 ， 腹水の Jfi？c 小 な る 値 を 示

した ．即 ちタト妊は靜脈血 と腹水の 中間値を示 し，卵藁出
血 は 外妊 と腹水との 中聞値 差示 す こ と よ り， 外妊中絶 時

腹腔内液 は 血液と性歉 を：異 ：こ し， 腹水 とエ虹液 の 混合よ り

な 1コ逐時稀釋 よ り濃縮過程 を と り， そ し 性賦を変化 さ せ

て い る こ とが 明 e ＞ となっ た ．

　叉 Alb、γ
一Glob，　Hb ，　Ht ，　K ，に 著変 が み られ 分 1畫の み

で 中絶発 1乍後の 経過 円数．内出血 量 を推定す る こ と も

可能とな り，更 に 1L ，　Ht，　K ，の 値 よ り
…

層明 らか とす

る こ と が 出米 ：、様 に か つ た ．

　（nyこ論 文 の 裏 旨は 第 136面 H 大 医 学 会 例会 で 究 喪 し た ）．

　稿 を 終 る に 当 り恩 師沢 崎 T 秋 教 授 の 御 懇 篤 な る 御 指 導

と 御 検 阿 に 対 し衷 心 よ り感謝 し種 々 御 教 示 を賜 っ た 福 井

助 孜 授 を 始 め 同 学 n 木博 士，御 協 カ
ー
ドさ っ た 山 田 博 士 及
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